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Ⅰ䠊大学の紹介 

 ᫂ᾏ大学は 1970 年に㛤学した城すṑ⛉大学を㉳

※に持つ⚾❧大学。2020 年⌧在は外国ㄒ学㒊、⤒

῭学㒊、不動⏘学㒊、ホスピタリティ・ツーリズム

学㒊、保健医⒪学㒊、ṑ学㒊の㸴学㒊を抱える。ṑ

学㒊のみ埼⋢┴の坂戸キャンパスにタ⨨されており、

その他の㸳学㒊は千ⴥ┴のᾆ安キャンパスに㞟中し

ている。 

 今回取ᮦしたのは、同大学のホスピタリティ・ツ

ーリズム学㒊。ホスピタリティ・ツーリズム⏘ᴗで

ά㌍する人ᮦの⫱成に力をὀぐ学㒊だ。グローバ

ル・マネジメント メジャー㸦以下 GMM㸧、ホスピタ

リティ・ツーリズム メジャー㸦以下 HTM㸧の㸰専ᨷ

がタけられており、GMM は TOEFL または IELTS のス

コアを、HTM では TOEIC® Listening & Reading Test

㸦以下 TOEIC L㸤R㸧のスコアを㐍⣭せ件にするなど、

これからのほ光⏘ᴗで必せになるⱥㄒ力の⫱成に力

をὀいでいる。2020 年、同学㒊のⱥㄒᩍ⫱は大き

く㌿換し、その⤖ᯝとして「GTEC」Academic の導

入に⮳った。その⫼ᬒや今後の取り⤌みについて、

同学㒊ᩍ授の三㍯⚈宏先⏕におヰを伺った。 

 

Ⅱ䠊取組に至った背景 

 ホスピタリティ・ツーリズム学㒊は᪂タされた

2005年以᮶、2019 年まで TOEIC L㸤R のスコアを㐍

⣭せ件として⏝いてきた。㸯年ḟから㸰年ḟはトー

タルで 500以上、㸰年ḟから㸱年ḟは 600 以上スコ

アがないと㐍⣭できない。スコアを向上させるため

に、ネイティブのᩍ員によるⱥㄒの授ᴗや TOEIC 対

⟇の授ᴗをタけ、年㸵回の IP テストも実する。

このように、ᮏ学㒊は TOEIC L㸤R を㍈にして、ホ

スピタリティ・ツーリズム⏘ᴗでồめられるⱥㄒ力

を学⏕に㌟につけさせようと努めていた。 

 しかし、15 年もこうした取り⤌みを⥆けていく

中で、いくつかのㄢ㢟がᾋかび上がってきた。㸯つ

┠は㧗ᰯのⱥㄒᩍ⫱と入ヨの㸲技⬟化だ。㧗ᰯのⱥ

ㄒᩍ⫱のカリキュラムが㸲技⬟化し、入ヨも㸲技⬟

を るものへと変わりつつある。入ヨで㸲技⬟を 

るのに、学内のᩍ⫱を Reading と Listening を㍈と

した㸰技⬟中心で⥆けていくのは不⮬↛になる。 

 㸰つ┠は学⏕の卒ᴗ後の実情だ。グローバル化が

㐍み、ゼ᪥外国人ほ光客が増えていく中、ホスピタ

リティ・ツーリズム⏘ᴗではⱥㄒの「Ⓨ信力」が㔜

どされるようになっている。Reading と Listening

しか㌟につけていないようでは、ά㌍の幅が⊃まっ

てしまう。 

 大学の入り口と出口の変化に合わせて、㸰技⬟で

はなく、㸲技⬟の⬟力⫱成に取り⤌んでいかなけれ

ばならない。こうして 2020 年度、カリキュラムと

㐍⣭せ件に大きな変᭦を加えることになった。≉に

㐍⣭せ件は大きく変わった。まず、㐍⣭せ件⮬体が

CEFR を基‽としたものに変わり、㸰年ḟへの㐍⣭

は A2 レベル、㸱年ḟへの㐍⣭は B1 レベルが必せに

なった。どの外㒊ヨ㦂でせ件をクリアするかは、学

㒊が定めた㸶つのヨ㦂のいずれかであれば、どれを

㑅んでもよいことになっている。 

「CEFR を基‽としたのには⌮⏤があります。㐍⣭

せ件を TOEIC L㸤R で⦡っていたとき、学⏕はⱥㄒ

の勉強㸻TOEIC の勉強と⪃えてしまいがちでした。

だから TOEIC 対⟇以外のⱥㄒの授ᴗは㐺当にこなす

⛬度のモチベーションで受けている学⏕が多かった。

また、㸱年ḟから㸲年ḟの㐍⣭せ件はなかったため

高・大・社の円滑な接続を目標に 

進級要件とカリキュラムを CEFR基準に変更 

䠐技能教育の充実を加速させる 

  ●㧗ᰯのカリキュラム変᭦、入ヨ改㠉、そして♫会でồめられているⱥㄒ力の変化を㚷

みて、学㒊内のⱥㄒᩍ⫱を㸲技⬟主体のものへとアップデート 
●それまでタけられていた㐍⣭せ件を、CEFR 基‽のものへと変換 
●外㒊公㛤ヨ㦂だけでは㐍⣭せ件を‶たせない可⬟性を⪃えて、「GTEC」Academic を

導入 
●「GTEC」Academic のスコアレポートとデータをά⏝し、学⏕への個別指導の㉁を㧗

めつつ、刷᪂したカリキュラムの効ᯝ 定を⾜う 
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に、㸱年ḟの㐍⣭と同にⱥㄒの勉強をやめてしま

う学⏕もぢられました。ですから、㐍⣭せ件を一つ

のヨ㦂に⦡るのではなく、あくまで㸲技⬟の力がつ

いていればよい、ということにしようと⪃えたので

す」㸦ホスピタリティ・ツーリズム学㒊㸭三㍯⚈宏

ᩍ授㸧 

 

Ⅲ䠊「GTEC」採択の理由 

 㐍⣭せ件は CEFR 基‽になったものの、学内で⾜

う外㒊ヨ㦂は依↛必せとされていた。公㛤テストだ

けですべての学⏕が㐍⣭せ件をクリアできるわけで

はなく、学内で⿵完しなければならないからだ。ま

た、㸲技⬟⫱成のために一᪂したカリキュラムの効

ᯝ 定・改善に向けて、学⏕のⱥㄒ力に㛵するデー

タを✚していく必せもあった。 

 学内ヨ㦂として⥅⥆して実することは、少々㆟

ㄽになったそうだ。㸲技⬟を るには、L㸤R に加

えて S㸤W も実しなければならない。そこで、学

内ヨ㦂として実する外㒊ヨ㦂を改めて探すことに

なり、「GTEC」Academic にⓑ⩚の▮が❧った。主

な採択⌮⏤は以下の㏻りだ。 

 まず、㧗ᰯ代に受᳨したことがある学⏕が多く、

実がスムーズに㐍むこと。実は TOEIC で᭱もẼに

されていたことだったそうだ。ⱥㄒの⬟力以前の問

㢟として、ヨ㦂の形式に慣れないとⅬᩘが伸びない

学⏕が一定ᩘいた。ⱥㄒの⬟力を⣧⢋に れるかど

うか、㔜せなほⅬとゝえる。 

 ḟに、᳨定ᩱ㔠が低㢠であることだ。㸲技⬟のヨ

㦂は往々にして公㛤テストの᳨定ᩱが㧗㢠だ。その

Ⅼ、「GTEC」Academic はẚ㍑ⓗ低㢠な᪉だとゝえ

た。 

 㸱つ┠は、フィードバック性の㧗さだ。学⏕個人、

大学ともにデータの提供に㛵して、実⦼があること

がホ価された。≉に実後に提供されるスコアレポ

ートについては、学⏕を個別に指導していくうえで

よい㈨ᩱになりそうだと感じたとのことだった。 

 ᭱後に、ヨ㦂㛫の▷さも挙げられる。CBT 形式

の場合、学⏕一人ひとりにパソコンを使わせないと

いけないことから、あまりヨ㦂㛫が㛗いと㸯᪥に

何人も受᳨させられない恐れがある。㸯学年に 200

人学⏕がいると⪃えると、ヨ㦂㛫の▷さは、実

上の効⋡に大きく影㡪するだろうと⪃えたそうだ。 

 

Ⅳ䠊今後の展望 

 CEFRへの⛣⾜と同に、カリキュラムにも大き

く手を入れた。TOEIC L㸤R代は Reading と

Listening を学⩦する⛉┠が一つしかなかったのに

対し、2020年度からは㸲技⬟それぞれに対応する

⛉┠が⨨かれることになった。今後、᪂タされた⛉

┠でどの⛬度力をつけられているか、全体の傾向を

把握するうえで「GTEC」Academic のデータがά⏝

されていくだろう。また㸲技⬟に対応した⛉┠のク

ラス分けも、「GTEC」Academic のデータにもとづ

いて⾜っていく予定だという。 

 さらに、個別の学⏕指導においては、「GTEC」

Academic のスコアレポートをά⏝していく。ᮏ学

㒊では、学⏕は㸲年㛫必修の少人ᩘゼミに所属する

ことになっており、各学⏕に担任となるᩍ員がつ

く。そのᩍ員と、ⱥㄒᩍ⫱を担うᩍ員が㐃携し、ス

コアレポートにもとづいた指導を᪥常ⓗに⾜ってい

るという。まだ始まったばかりのヨみではあるが、

スコアの⛬度に応じてどのようにアドバイスしてい

くか、実を㔜ねていく中で少しずつ体⣔化されて

いくだろう。 

「学⏕には、⮬㌟のⱥㄒ㸲技⬟力のド᫂を単位ㄆ

定のためだけではなく、就⫋ά動にもアピールし

てḧしいと思っています。ベネッセ iキャリアは、

᳨定ヨ㦂だけでなく、オファー型就ά支援サービス

㸦dodaキャンパス㸧も学⏕向けに提供していると

⪺いています。学㒊の≉性上、どうしても≉定のᴗ

⏺しか┠に入らない学⏕が多いので、⮬㌟のⱥㄒ力

がどんな企ᴗ・ᴗ⏺に㏻⏝するのか意㆑できるよう

になれば、学⏕の就⫋ά動ももっと充実していくで

しょう。ά⏝の幅は広いように感じています」㸦三

㍯ᩍ授㸧


